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はじめに

積雪地域災害研究センターは理学部付属地盤災害研究施設

〔昭和44年(1969)4月1日に地すべり部門が発足〕工学部付属

雪氷工学研究施設〔昭和45年（1970)4月1日に融雪材料工学

部門が発足〕し，両施設とも部門増を要求してきたが，いずれ

も実現しなかった．農学部では環境・災害関係の研究施設を

要求していた．当時，文部省では全国の研究施設統廃合を計

画しており， 3学部に呼びかけ研究センターの設置を計画し

た．昭和53年(1978)4月1日に地盤災害研究，雪氷技術研究，

地水系保全研究の3分野で発足した．

昭和56年（1981)4月1日に新設分野として地すべり研究分

野が新設となったが，定員増は認められず，地盤災害，雪氷

技術の助手の定員が教授l，助教授 lに振り変えられた．

平成3年(1991)4月l日雪泥流分野が地すべり研究分野の

時限による廃止により新設された．定員は地すべり分野と同

じ教授 I，助教授 lである．

平成14年11月に積雪地域災害研究センターの外部評価を

佐々恭二委員長（京都大学防災研究所教授）による審査がおこ

なわれた．この評価結果をうけて，「積雪地域研究センターの

展望jをまとめた．

積雪地域災害研究センター（略称・災害研）が新設された昭

和53年5月18日に妙高高原町に土石流災害が発生した．災害

研では学内関係者，信州大学に呼びかけ調査聞を結成して調

査を進めた．その後大きな災害は新潟県，長野県， 'jf;LIJ県に

発生し，文部省科学研究費自然災害特別研究突発災害研究費

を受けた．昭和53年妙高土石流（研究代表者：藤田至WD.昭

和55・56年豪雪によるなだれ・地すべり災害及び交通陣害（研

究代表者：石原安雄豪雪災害調査班長：中I峠哲郎J)，附布1

59年長野県西部地震（研究代表者：飯田汲事），昭和60年古海

町地すべり災害（研究代表者：藤m至則），昭和60年長野市地

附山地すべり（研究代表者： JII上i告），昭和161年能生lllf・衣！日雪

崩災害（研究代表者：小林俊一），平成7年4月1日新潟県北

部地震，平成8年蒲原沢土石流災害（研究代表者：川J:.i告），

平成16年 7月新潟・福島，福井豪雨災害（特別研究促進費

代表：高波信行），平成16年10月新潟県中越地震（科学技術振

事新潟大学積雪地I戎災詳研究センター

興調整費），平成18豪雪（特別研究促進費，科学技術振興調整

mなどがあげられる．

研究内容（目的）等

積雪地域における自然災害に関する研究並びにその対策－技

術の研究を行う．

0地撤災害研究分野（地盤の研究）

主として地盤災害の性格と実態を把慢し，災害発生の予測

の研究をする．

研究課題： I）地盤災害の予測に関する研究

2）地盤災在・地悶（Hazardmap）の作成にl到する

研究

Q"gj氷技術研究分野（雪と氷の研究）

積雪寒冷地における各級雪氷災害の実態及び地域的特性を

把握し，原因の究明を行い，その対策技術について研究す

る．

研究課題： 1）雪氷災害現象の究明と対策に関する研究

2 )I埠積雪の工学的諸性質に関する研究

OJt!!水系保全研究分野uニと水の研究）

’豪雨，豪雪，地目ド水の大：M：利JU等により生起する，土地の

破j史，水質汚濁などの災害防止と，地水系の保全に関する

研究を行う．

研究課題： 1）傾斜地の地水系保全に関する研究

2）地盤沈下地1Wの地水系保全に関する研究

O当泥流研究分野（笠？と泥・土石流の研究）

lli雪地の泥流・土石流ともいわれる雪泥流の実態を明らか

にする研究を行う．

研究課題： 1）苛泥流の発生・迎動・停止機構に関する研究

2）雪泥流発生の予知・予測に関する研究

3）苛泥流防止に｜期する研究

運営委員

理学部，工学部，股学部から迎営委員を選出していただき，

センターの運営に附する重要事項を審議して頂いている．

また，国立大学法人化にあたり平成17年度より自然科学系

から 5名の運営委員を扱聴いただいて審議を頂いている．



事務組織ぶSs併
llH和特：村1f度は坦！・ 工 .in＃：吉｜；に11111-1'1＇り していたので子

符執務は3学部で行われていた．
Sf. 

lllj和的年4Jl鉄筋コンクリー ト3附建てが完成し，’Ji｛針ll

織として一般職員 2名がJfil＇.宇都事務組織の一部として配18＇.さ

れ，事務処JI！＇＿を行った．しかし，定員削減，事務組織の一元化

等で＇Ji・務室も平成101r：泣からir，となり，平成1311＇.皮から本

主な出来事

四暦 年号 災害研年表

1978 ｜｜自利53イド 4 . J .fi'i当j也J"!，主災’＇.；~rwr究センタ ー IJHfri

部付f究協力説研究協力係が会談， 予~：等の執務を行う こ とに

なり，事務室lfitzlFlは廃止された．

平成1511三lJi よ り研究協力総よ り i時間給J~;t貝 として午前10

1時から午後511寺までi名で事務処理を行っている．

~ l'','I＼·勤研究員． 研究支援:Jfi~進員が平成 9年度より認められ，

研究只は 2.r，でM用!VJlif!はJi立大2年！日l，研究支緩.Jff::i且封は埋

学部を退l俄した技術！依貝を河原月］した．

主な災害（調査）

4.6 小泊j也すべり（新JI：市）

. j也総災害・雪氷技術・地水系保全 3分tl'lで発jι 5 .18 4少市十.：riifiE（妙高市MllllT）写真一I

5. 31 反lllf助手伝llf;j技大へ （自然災特特別研究） 代衣藤田主則

1979 。54 9. 新官工ヲJi.;fi工 7 .28 寒冷前線による必雨

1980 。55 3. 31 1内助教J受長岡技大へ 4. 9 虫色地すべり （山市走、付p~：真一 2

移il!i；；作業始まる 12. 30 i9Ji尺j也すべり（長岡市）写真一3

5 .28 IJfl所記念講演会

キII）主ii'i・うた学上院会長「環境と｜；方災H'ltitii

1981 ク 56 ,, . l I也すべり分リ＇f'羽目立 青木教授・手llj)t助教綬 56ii:O去3

10. J 背ill助教授工学部から赴任 昭和55,56年宗主による吉川 ・地すべり災害及び

10. J Kui・t.A. CZURDA氏1ヶJ・J滞在 交J並i符害のj』：111'

（｜’l然災害特別研究） 代表者石原公k.lli

l. 7 大企当j沿い）・I＇朴

1.18 折1'.r'tiiiJi(i弘之符村）＇.！§・：n.-5

1.25 上馬場地すべり （新J十市）写兵－6

4 . 13 11:1束地すべり（凶川村）写l'L-7 

1982 ク 57

1983 。58 5 .25 創立5周年記念講i1ii会（工字詰｜；） 2 .12 111・－，... Ji&地方に大当、新潟市では戦後2

「松沢Jr.\先1'.J 「飯川益：w~先！.I ＝.」 番｜二｜

5.26 ｜！本ihi:'i’部地）.；Q(M7. 7) 

1984 。59 6 .23 r!1阿山東学｜淀と研究協）JO:.＇；：を結ぶ l -59米当

2. 9 Ni'i'll峡雪崩（1l1.!J.!.1=J）写真－8

5 .15 〉室、11.J也すべり（長lli;j市）写真一9

9 .14 1-<:tl！｝県凶部地震（M6.8)

1985 。60 3. 31 ij1俣教J受定年i詰官 2 .15 玉ノ木地すべり Cl引毎日］）：写真 10 

5 .11 l三ノ木j也すべり旅行会 rn然災·.~~：w.r.別研究突発災ち）代表j桜川Ett!ll

6. l 小林教授北大から赴任 7 .26 1也｜；付山地すべり （長野Yn
JO. l 向然災害利学総合研究班シンポ （「！然災害特別研究突発災特）代表 ：！｜｜上 計

10. 2 自 然、災i~：科学学術講i1i i会

10. 5 h文j~公！｝fl論1京「lこ いがた ，~， ？！.~ と !3;'11'.t:U

10 災f占｛計約介パンフ レット作成

1986 ク 61 3 .10 HI！日表昭三i' ii1l 災＇.，~：訓査問告会 1.26 判111-1表！日当Jfil（能こlミlllf)写兵一11

5. 公｜井l誠凶5「災担：を考えるj （ 自然災：！；：~；）· )JlJ研究突発災＇.，！：＇. ） f~表 ： 小林俊一

1987 ク 62 10. 1 11. 2611'1主｜長ff流域地すべりa1r.1査 11 1浄水：！ 1 ：；~jL .i下の ＇！＂分（新潟）

10. 3 放送公l;fl講座「変動する地球j

1988 ク 63 3.31 藤田教授定年jf!'1¥

4. 1 大昂：教授来ilij：大王子

5. 27 fJI上、：1.10周年記念「雪 ’；J¥. I：にIY,Jする災告

問題」｛新潟阿佐年金会飢）

10.17 'I－＇回成都地質学院と｜窃'Af:'.:;1：：を結ぶ
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西暦 年号 災害研年表 主な災害（調査）

1989 平成元年 6 .16 新潟地震25周年記念シンポジウム

液状化を考える（グランドホテル）

新潟地震25周年記念講演会

（オークラホテル）

7. 1 吉田教授農学部へ転出

8.8 大草教授調査中事故死（粟島）

10.14 大草教授センター葬

1990 。2 7.5 大木教授神奈川県から赴任 12. 7 新潟県南部地提M5.4（高柳町）

7 .15 丸井助教授自然科学研究科より赴任 写真一12

1991 。3 3 .31 地すべり分野廃止 6.3 雲仙普賢岳噴火災害（長崎県）

4. 1 雪泥流分野新設

1992 。4 12. 27 Ntr布地従M4.6（津市問．）写真一13

1993 φ5  7 .12 北海道南西沖地震MS.1 

φ6  公開講座「地震と防災を考えるj

1995 。7 6 .22 新潟県北部地震調査報告会（自然研） 1.17 阪神淡路大従災M7.2 

4. I 県北部地震M6（笹神村）写真一14

7 .11 水害（直江津・上越市・糸魚川市）

1996 。8 3 .31 青木教授定年退官 12.16 蒲原土石流災害（糸魚川）写真一15

5. l 渡部助手赴任 （自然災害特別研究突発災害）代表：川上 浩

5 .17 公開講康「自然災害を考えるj

12.24 蒲原沢土石流災害緊急シンポ

1997 φ9  11.14 i:j:J悶黒龍江省交通商等専科学校と学術交 2 .26 栃尾で雪崩 2人生き埋め

流に関する覚え書を結ぶ

12. 5 浦原iJ~土石流災害シンポ（自然研）

1998 10 6. 1 卜部助教授香川大学より赴任 8.4 集中豪雨（新潟・笹神・佐渡）

11.10 創立20周年記念講演会（万代会館）

一新潟の災害と防災一

12. 3 自然災害総合研究中部シンポ（自然研）

1999 。11 5.6 牧村で震度4

2000 12 9.7 公開講座「古代からのメッセージを探る－ 1. 5 戸沢川斜面崩壊（上川村）

新潟の災害・環境問題と考古学・肢史学 6. 浅草岳ブロック雪崩

の接点を求めてーj 7 .15 下越集中豪雨

2001 13 1. 4 中越で震度 5弱

2 .12 iltl佐スキー場で全層雪崩

2002 。14 10.30 新潟大学公開講座「世界の災害j

11. 自己点検. ~I 己評価報告書：

11.11 外部評価を受ける

2003 。15 3 外部評価報告発刊

3 .31 佐藤修教授定年退官

20似 16 1. 1 河島助教授鉄道総研より赴任 7 .13 新潟・福島、福井豪雨災害写真一16

3 .31 小林俊一教授定年退官 （特別研究促進費代表：高波信行）

4. 1 図立大学法人新潟大学となる 10.23 新潟県中越地震写真一17

9. 1 片岡香子助教授赴任 （科学技術振興調整費）

2005 17 10. 6 新潟大学公開講座「新潟地域の自然災害j

2006 18 3 .31 積雪地域災害研究センター改組 平成18豪雪 2. 16 津南町416cm

4. 1 災害復興科学センタ一新設 （特別研究促進費）

（科学技術振興調整費）
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主な自然災害の発生地点

①5. 18妙高高原地すべり

第一次災害は，昭和53年5月181:1午前6時20分頃，中頭城

郡妙高高原町（通称郷田原）地内の赤倉山山腹の国有林内で発

生し，災害の発生筒所は，昭和46年に地すべりが発生した白

凹切川下流約600mの右岸側である．

第二次災害は，同日午後 l時過ぎ，第一次発生地点の隣接

地で発生した．当日は気温が非常に高く融雪水がかなりあっ

たものと推定されている．

崩壊土砂量は空中写真測量による計算で、は約280,000m3と

算定されており，この崩壊土砂が下流国有林内の渓谷を縦横

侵食し，その土砂量は崩壊地下流より第 3号ダム問で約

340,000ぱと算定された．

また，これらの土砂が融雪水を混合しながら推定土砂量

妙高土石流（妙高高原町）

620, OOOrrfの土石流となり，自問切川を急速に流下し第一号

ダム下流で氾濫した．

土石流による被害と

しては死者13名重傷 1

名の人的災害ならびに

県道橋白妙橋，町道橋第

一白岡切橋，及び第二白

[[J切橋を流失し，また民

家24戸を全半壊し（全壊

13戸，半壊5戸，一部損

壊 6戸）国道橋白田切橋

の橋脚 2基を洗掘し関

川合流点付近の旧国鉄

信越本線で一時的にせ

き止められた．しかしそ

の後の断続的な小規模

の土石流により白田切

妙高土石流（妙高高原町） 橋の橋脚はますます洗

掘され，また信越本線の道床は遂に欠壊する大災害となった．

②虫亀地すベり

昭和55年4月9日に発生した古志郡LIJ占志村の虫色地すべ

りは，長さ1.5km（泥流域を含む）・幅200m・平均移動！日原10

m，土塊－量約250万ぱの規模で，以ドのような発生状況であっ

fこ．

融雪末期にあたる地すべり発生前の4月5～7日に気温が

上昇し，同時に 7日には降り始めた雨により・段と融雪が進

んだ. l.2mの積雪を残す斜面は， 4月9日午前 4時頃大規

模な地すべりを発生させた．

地すべり発見者はその規模を次のように目撃した．「午前4

時15分頃地鳴りと思える雷鳴のような音で気付き，外を見る

と閣の中に30mもの高さに膨れ上がった移動土塊が緩慢に自

宅前を通過していた．一旦停止した状態が再び動き出し，自

宅前の松の木を約250m移動させ，地すべり前より， 5mほど

地表が高くなって地すべりが収まった．」

幸いにも民家・住宅への被害はなかったが，特産品錦鯉の

養鯉j也を始め，田畑は潰減し，県道・河川にも被害をもたら

した．
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被害状況道路：県道200mおよび村道・農道流失

農地：水田・畑地等19.Sha，養鯉池0.75ha各流失

河川：一級河川朝日川 500m 

砂防河川滝の林JlllOOOm 各埋塞

③濁沢地すべり

新潟県長岡市濁沢地すべりの概要

昭和55年12月30日昼頃，一番上方の菊入作太郎氏宅玄関に

ヒピが入り，ミシミシと音をたてはじめ，下の小幡重治氏の

玄関にもヒピが入ってきたので避難した．

昭和56年 1月 1日午前3時半頃，裏山が幅300m，長さ400

mにわたって地すべりを生じた．正午過ぎには受託 7棟が全

壊した. 2日も地すべりはとまらす，住宅 2棟が全壊した．

地すべりによる大量の土砂が下を流れる太m川をせきとめた

ため，約120mの仮水路を創った．（藤田至則ほか1981）自然災

害突発災害NaB-55・4

写真一3 濁沢地すべり（長岡市）

④守門村大倉雪崩

新潟県北魚沼郡守門村大倉雪崩の概要

表層雪崩の発生而は，破断面の長さlOOm以上が確かで，何

百mか確認できない．小千谷林業事務者の推定範囲と現地住

民の証言などをもとに発生面，走路，堆積を推定した．神社

左側へ一部分流したが人的被害がなかったためその判明が遅

れた．発生線は稜線雪庇から40～50m斜而を下った位置で，

標高560m附近．

発生日時：昭和56(1981）年 1月7日午前O時10分頃

災害状況：死者8名，ケガ3名

家康7棟全 壊4戸 30～50m押し流されデブリ

中に埋没

家屋2棟 デブリの一部及び雪煙が侵入

配電線， ~it柱の倒壊又は傾斜 6 本，断線と同時に

停電

樹木の折損，埋没など不明

発生した雪崩の種類：面発生乾富表層雪崩（学会名称分類に

よる）

雪崩発生源：鳥屋ヶ峰（681m）通称大倉山麓線のド部，標高

560m付近より発生

雪崩走路：長さ750～800m，幅約lOOm（末端で150m)

走路中のデプリ厚さ約 lm末端のデプリ厚さ 3～

5m 

雪崩規模：約10万ぱ（推定）

~t 

~· 出場裡誕益
写真一 4 大倉雪崩（守門村） 写真：和泉語

⑤湯之谷村下折立雪崩

新潟県北魚沼湯之谷村下折立雪崩の概要

老人ホーム荷山荘は鉄筋コンクリート 2階建の施設で，雪

崩発生時は 4mを越す積雪のため一階部分は殆ど積雪中に没

していた．従って襲った雪崩は 2階の南側を直撃し，各室の

窓を粉砕して室内に雪崩こみ就寝中の居住者を埋めた．室内

を埋めた雪は反対側入口の扉を破損し廊下を距てた北側の各

室にも一部雪崩込んだ．

発生日時：昭和56(1981）年 1月18日午前O時30分

災害状況：死者6名，重軽傷7名

老人ホーム建物破壊，民家 l戸全壊埋没

雪崩の種類：全層雪崩，約 I万m3（推定）

汗窃窃’ !'."t,t 

や

写真一 5 1 • 18折立雪崩（湯之奇村）

⑥上馬場地すべり

新井市の遅屋敷集落をまき込んだ上馬場地すべりの発生状

況は以下のようであった．

昭和56年 1月23日に，移動性高気圧の通過による冬型が弱

まり，気温が急上昇し， 24日午後からは雨が降り始めた．そ

の後， 25日の午前 1時頃から，地すべり斜面は 2m以上の積

雪の下でゆっくりと移動し始め， 25日夕方から速度を早め，
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同日午後 9時頃から10時頃までの聞に長さ400m，幅150m,

平均深さlOm，土塊量60万ぱの規模で移動した．このため，

住宅8戸をはじめ，市道および農地，農業施設に多大の被害

が出た．被害の概況は次のとおりである．

被害状況住宅：全壊8棟

非住宅：全壊10棟

道路：市道50m流失

河 Jll : 1級河川馬場Jll300m埋塞

農地： 4ha流失

農業用施設：農道2ヶ所500m

水路2ヶ所500m

頭首工 1基流失

写真一6 上馬場地すべり（新井市）

⑦中東地すべり

中東地すべりは新潟県の北部に近い岩船郡関川村に位置し

ている．この地域は新潟県内でも地すべり発生頻度の小さい

地域にあたる．

地すべりは昭和56年4月13日午前7時30分頃発生した．地

すべり発生の前日，地すベり斜面を流れていた山田沢の水が

濁ったという．地すべり発生当時，現地には20～50cmの積雪

があった．地すべり発生4日前から気温が急激に上昇し，融

雪が急に進んだ．

地すべりの規模は延長550m，幅は200～300mであった．地

すべり移動層は新第三系七谷層の風化頁岩より構成され，そ

の層厚は30～50mである．移動層は七谷層に挟在される薄い

ベントナイト質凝灰岩層にほぼ沿って滑動した．このため，

地すべりの冠頭部には層理面に沿ったすべり台のような滑落

崖が形成され，側方部には幅20～30m，深さ20m以上の陥没

帯が形成された．末端部は二級河川藤沢川の河床が約!Om隆

写真一7 中東地すべり（関川村）

起し，地すべり I師が逆傾斜になったことがうかがえた．地す

べり傾斜内部にも多数の亀裂が発生した．

地すべり傾斜内部にはすでに3恭の集水井が施工されてお

り，融雪期には300Vmin以上の排水がある．

⑧中里村清津峡温泉の雪崩

新潟県中魚沼郡中虫村小山（情待峡温泉の雪崩）概要

59豪雪の披rj1，新潟県中魚泊郡中里村小出のivi・津峡温泉で，

清津峡を挟んだ大河員の桜ヶ峰の高度約700m附近の北西向

き急斜面から発生した而発生乾雪雪崩（全附と表層の混合）が

清津川に落下，~~＼約40mの阿川を越えて対岸の斜面に激突，

樹木をなぎ倒し，温泉街に向きを変え旅館2軒を全壊， 3軒

を破損させた．旅館の人7名が埠没， 5名が死亡した（内 l

名は救出後死亡）災害研資料6

発生日時：昭和59(1984）年2月9日午後

死者5名

旅館21肝全壊，民宿など3刺：一部損壊

写真一8 清津峡雪崩（中里村） 写真：和泉蹟

⑨蓬平地すべり

温泉と信仰の地である長岡市蓬平地すべりは，長さ250m• 

幅130m・平均移動層世15m・二1：塊）it約50万ぱの規模で，以下

のような発生状況であった．

昭和59年5月l～ 2El及び13EI～141:-1にかけて降雨を記録

した融雪末期の残雪の残る山腹斜而で5月15日に亀裂が発見

された．同時に斜而山麓部に立地する集落に対し131吐帯に避

難勧告（時間の経過と共にその後65世帯に増えた）が出され，

同夜におよぶ厳重な監視体勢に入った．

義思I!池の水：議ち．亀裂の被撹など応急処世を施す中でも危

裂は徐々に拡大し， 5月17[1午後 7時30分には枇大移動抗40

～50m ·計？？書店の落7-~~20m にもおよぶ地すべりを ~I：.じ，！日！日

深夜にかけて次々と住宅6械を始め，公共土木施設．股．地に

被害をもたらした．

被害状況 家臨：全壊…住宅 6練・非住宅3棟

半壊…住宅 1棟（：｜：砂流入住宅 l棟）

迫路： 1lf泊280mUlf道怖を合む）

成道lOOm各流失

民地：水Ill・州l地・諮問!ill!等1.lha, 
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！日水路200m各流失

河川｜：砂防河川蓬平230m埋本

蓬平地すべり｛長岡市）

⑩玉ノ木地すべり

新潟県と富山県の境界に税近い，間孤城1m背j毎町玉ノ木地

区の裏山の標高85m付近のLLIJ1長から地すべりが発生し，一瞬

にして人家7戸を押し潰した．発生時1111がちょうど夕食時で

あるとともに，日本海側にあまり例のないfi]｝.斜i酎に発生した

速度の速い地すべりのため大きな被告：を被った．

地すべり規模は， I隔70m，法而llOm，匝Xi%70m，斜面勾配

40皮，推定移動土塊母4万ばである．

この土砂により，国道8号の山側の住宅等；が全半壊し， 411上

帝14名が生き埋めとなり，懸命な救出作：業もむなしく，死者

10名，重軽傷者4名を出す惨事となった．

被害状況

人的被害：死者10名，重伽 l名，軽傷3名

住宅等の被害：住家全壊5棟（ 51制作21名）

内住家 1 お~，倒壊破;J-U後火災発生

半壊2棟（ 2 tU：市11名）

非住家全峻5棟（内事l1H1棟．尼寺 l棟）

（新潟県土木砂防課）

⑪棚口雪崩

新潟県西頚城郡能生町棚［）において，災害を起こした雪崩

及び災害状況は次の通りである．

(1）雪崩の概要

発生日時：昭和61年 1月26日 午後11時頃

発生源：権現岳（標高l,108m）東斜・面（通称三本立）の標

高850～950m付近

雪崩の種類：面発乾雪表層雪崩（日本雪氷学会名称分類による）

連動形態：煙型を主体とした混合型（流れ型と煙型の混合）

雪崩走路：長さ1,800～2,000m，最大幅200m，標高差600

～700m（倒口集落方面に向った主走路について）

発生規模：崩落した雪の体積最大6万ぱ（推定）

デプリ末端から発生源上端までの抑角：約19・
但）災害の概要

発生日時：向上

発生箇所：雪崩発生源から東北東に約2km離れた棚口集落

の一部（標高250～300m)

発生形態：住宅等の倒壊埋没（雪崩の体積区となる）

人的災害：死者13名，重軽傷5名，軽傷者4名

建物被害：全壊17棟，（住宅，非住宅9），半壊・一部損壊3

棟

立木被害：多数（Sl6.3調査，幹折39本，倒伏45本）

・•1＂＂＇ー・~圃曲園高凶・田ー司園圃司・・『・圃

写真一11 柵口表層雪崩（能生町）

⑫1990年新潟県南部地震

平成2(1990）年12月7日18時38分新潟県南部（刈羽郡高柳

町付近）を震源とするM（マグニチュード）5.4 （瞥定調査によ

れば，東経138度33分，北緯37度13分，深さ14krn),2分後の18

時40分M5.3の地震が発生し，震源付近の高柳町を中心に道

路の陥没や亀裂，その他の被害が発生した．

軍タ苦言；；． ·~J 
げ畳恒男..1_:.t..－二品7’.'.o_.宮

、個車配キ，； •. 王W-・i'.ff

諮っ重唱 i• J.~1;1. 

.~！議齢P

1:'~-::J;<Of世相E肉円~措置回目:::n：.園周;§1ヨ~町司li:J;O

写真一12 新潟県南部地震MS.4（高柳町）
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有感地震の本震を含め延べ11回（高田測候所では，震度W

1回，震度III3回，震度II3回，震度 I4回）無感地震は10日

16時までに116回を数えた．

新潟県土木部砂防課

⑮1992年津南地震

平成4(1992）年12月27日午前11時17分「ドンドン」という地

鳴りと共に局地的な強い地震が新潟県中魚沼郡津南町南部の

上郷地区を襲った．地震の規模（マグニチュード）4.6の小規

模地震であったが，深さが地表から 2～3kmの浅い地震で

あったために，震源直上の逆巻・宮野原地区に大きな被害が

出た．中でも町立上郷中学校では鉄筋コンクリート 2階建て

校舎2階にある体育館の大部分の窓ガラスが割れ，体育館の

天井が一部落下した．上郷小学校では体育館の壁が一部が崩

れ落ちた．両校の校舎の至る所に亀裂が入り，室内の金庫や

机，書・棚などが大きく移動し，棚から物が落ち，壁の額が落

下するなど足の踏

み場がないほどの

大混乱となった．幸

いにも学校は冬休

みに入っていたの

で生徒に死傷者は

なかった．

気象庁暫定発表

平成4(1992）年

12月27日11時17

分

北緯36度58分，

東経13837分，

深さ 2km, M4.5 

写真一13 津南地震M4.6（津南町）

⑩新潟県北部地震

平成7(1995）年4月1日12時49分新潟県北蒲原郡笹神村

付近を震央としたM6.0の地震が発生した．気象庁によれば

震源の探さは浅く 17km，震度4，新潟市であった．当初は加

治川沖の地震と報道されていたが，まもなく震央は新潟市東

D:i＿；··可j，~~· A齢h t－~｛ p 

霊負

写真一14 県北部地震M6 （笹神村）

方18kmの地点， JR羽越本線水原駅と豊浦駅の中間，笹神村

上高田であると訂正された．新潟県消防防災課の集計によれ

ば重傷者 6名，軽傷者62名，豊浦町にある県文化財の市島邸

湖月間全壊，天王小学校体育館大破を含み全壊55戸，半壊165

戸，一部損壊783戸被害総額は93億円に達した．

月刊地球1995大木ほか

⑮蒲原沢土石流災害

平成8(1996）年12月6日10時40分頃，姫川支流で新潟・長

野県境を流れる蒲原沢において土石流が発生し，下流部の災

害復旧工事・現場で作業員14名が流され行方不明となったほか，

8人が重軽傷を負った．蒲原沢は平成7年 7月11日の姫川土

砂災害に際しでも「新国界橋Jを押し流す大規模な土石流が発

生している．平成7年の土砂災害復旧工事として，県発注の

「新国界橋jの付け替え作業や，その周辺の建設省の砂防ダム

並びに流路工，床間工の工事，さらに約400m上流側で林野庁・

治山ダムの工事が行われていて，現場では災害発生当時約50

名の作業員が働いて 臨醐圃苦

いた．

蒲原沢上流域の標

高1,350m付近で山

腹斜面が崩壊し，崩

落した土砂が急勾配

の沢を流下し土石流

として発達していっ

たものと推定される．

土石流発生の引き

金となった標高

l,350m付近の崩壊

の規模は当初約

5,000ぱ程度と推定

されたが，さらに大

きい可能性もある．

（平成 8年12月 6日

蒲原沢土石流災害緊急シンポジウム報告書）

⑮8・4梅雨前線豪雨災害

平成10(1998）年8月4日未明から梅雨前線の活発化により，

新潟市を中心に落雷を伴う激しい豪雨に見舞われた．特に大

きな被害を受けた新潟市では、 60分最大97mmの雨が降り，

新潟気象台観測史上最高の日雨量265mmを観測する記録的

な豪雨となった．また，今回の豪雨は，午前 2時から 5時ま

での 3時間で144mmに達し，午前O時から12時までの12時間

にそのほとんどが降る短時間集中型の雨であった．

今回の水害では，低平地で短時間に集中して降った雨の

ため降り始めからの被害の発生までの時聞が短く広範囲にわ

たって多くの家屋浸水や道路・農地等の湛水被害が発生した。

新潟市街地を中心に床上浸水1597戸，康下浸水9458戸の浸水

被害が発生したほか道路や農地で多くの浸水被害を生じると
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もに，市街地での浸水が朝の通勤・通学の時lllJ｛行と揺：なり，

交通陣容をもたらした（新潟県新潟土木事務所）．

写真一16 8・4梅雨普戦膏雨災害

⑪新潟・福島，福井豪雨災害

干成16(2004）年 7月13日，新潟県下の五十嵐流域（流域而

硝約310k1"）と刈谷旧）｜｜（流域1Ili航240knDの流域を中心として

集中豪雨があり I iilij河川とも大洪水が発生，各所で越~Ii~や破

堤があり，三条市と中之向llTJ・をq1，（.；、に，死者15人，全壊家康

30練，半壊家屋・1,290棟，床上ちと水家屋7,200棟，床下浸水家

尿6,332械，非住家（公共施設等）被害6,900棟， m1監而積約53

kidの大きな水害が発生した.II年 1:rn状況は， 241(;~聞で400mm を

越え，時間同封でも笠~111 ダム地点では 13 日 71l寺～ 8 時に7lmm,

81時～ 9日制こ73剛，と猛烈なWiが続いた．この降雨は，確率

評価した場合， 200年から300年に一度の確率になるとのこと

である．

（平成16年 7 月新潟・福島，制~I：豪雨災害に関する調査研究）

特別研究促進費(I)

写真一17 新潟・福島、福井膏雨災害

⑩新潟県中越地震

新潟県中越地震は，平成16(2004）年10月23日17時56分に川

口町北部を提源として発生しました．本震直後から震度6強

の余震を複数恒｜観測するなど，活発な余震活動か継続し，余

震域は東山花陵南部の東北から雨西方向に伸びる約30kmの

範囲に及んでいます．本震では震源地近くのK-NET小千谷観

測地点、で， i成大15｛泊ガル， 130カインを超える阪神大震災以米

の強震動を観測しています．

この地震による2005年6月2日現在の被害は，死者46名，

重軽傷者4,794名，住家の全壊3,177棟，大規模半壊と半壊

13,475棟，一部損壊104,070棟という大きな災害となってい

ます．震度7を記録した川口町や小千谷市などの建物被害は

多く報告されていますが，川口町や小千谷市内でも特に大き

な被害は偏在して分泌しています．

f新潟県連続災害の検証と復興への視点j

q:1越地震における建物被害の偏在と地盤災害（卜部厚志ほか）

写真一18ー 1 新溜県中越地震

t謡史事

写真一18-1 新潟県中越地震

写真一18ー 1 新溜県中越地震

⑬浦Jll（稗田山大崩壊）

浦川は，姫川の中流部（長野県小谷村）で姫川に合流する日

本屈指の荒廃渓流である．流域面積は22k此流露延長12km,

平均河床勾配 1/10で本流域では過去何回となく地すべり，

崩壊，大小の土石流が発生し，河床変動の著しい河川として

も有名である．上流部は唐松沢と金山沢にわかれ，風吹岳及

び稗岡山に達している．最上流部付近には過去の大崩壊に
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よって形成された絶壁（高さ150～250m，長さ約3.5km）が連

続する．

流域の地質は古生層，蛇紋岩，中生層，石英斑岩を基盤と

して，これを被って第四紀火山岩類が広く分布する．流域の

崩壊はこの地質構造に深く関係して発生している．

土砂災害の雌史は18世紀にさかのぼって記録されているが，

中でも1911～1912年（明治44～45年）に発生した大崩壊とそれ

に伴う土石流による災害が有名である．当時の記録によると，

1911年8月と1912年4月， 5月の 3聞にわたって大崩壊・土

石流が発生している．第 1回の崩壊は大音響とともに稗田山

山腹が崩れ落ち，土石流は石坂部落を流出し，姫川合流点に

高さ60m，長さ330m，幅llOmの天然、ダムを形成した．これに

よって姫川は約 3kmにわたって湛水した．この時の被害は

死者23人，流失家屋26戸，浸水家賠47戸にのぼった．

（
掛
哩
叔
ヨ
回
世
）
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